
左記の2項目を調べ、胃がんになり易いかどうかをABCの判定で

御報告いたします。

血液検査で胃粘膜の萎縮度（老化度）を調べます。萎縮が進行するほど胃

がんが発生しやすくなると言われておりますが、ペプシノゲンを調べること

で推測できる項目です。

血液検査でピロリ菌の有無を確認できる検査です。ピロリ菌は人の胃の中

に住む細菌で胃潰瘍や胃炎、胃がんなどの発病の原因となります。

女性からの御要望の声が多く、実現いたしました。

消化器がん、子宮・卵巣がん、乳がんの検査が一

度に出来る大変お得なセット項目となっております。

日本人男性がかかりやすいがんの検査項目です。

消化器がん、肝細胞がん、前立腺がん検査が１度

に出来る、大変お得なセット項目となっております。

肺がん(とくに肺腺がん)、膵臓がんをはじめとする

消化器がん、卵巣がんが疑われるとき、また、既に

これらのがんの診断を受けた患者さんで手術後の

再発のチェックや化学療法の効果判定など経過観

察に用いられます。また、特にこれらのがんの転移

の評価を行うときに検査します。

SLX(肺腺がん)

AFP(肝細胞がん)

肝がんの腫瘍マーカーとして知られています。その

他、卵巣がん、胃がん、肝炎、肝硬変などのスク

リーニングや診断、病状の経過観察に有用性の高

い腫瘍マーカーです。軽度上昇は、肝炎、肝硬変な

どの可能性、重度上昇では高い確率で肝がんが疑

われます。

CEA(消化器系がん)

大腸がんをはじめとする各種消化器系がんや肺が

んなど様々ながんのスクリーニングに幅広く使われ

ている腫瘍マーカーのひとつです。肝硬変・膵炎・

腎不全・甲状腺機能低下でも高値になることがあり

ます。

PSA(前立腺がん)

前立腺がんや前立腺炎、前立腺肥大などの病気で

値が上昇します。前立腺の病気が疑われるときに、

はじめに行われるスクリーニング検査して利用され

ます。

CA15-3(乳がん)

初期の乳がんではほとんど陽性を示しませんが、

転移性乳がんに陽性率が高く、手術後の経過観察

に大変有用な腫瘍マーカーです。乳がんの代表的

な腫瘍マーカーですが、卵巣がん・膵がん・肺がん

などでも陽性を示すことがあります。

CA125(卵巣・子宮がん)

卵巣がん診断の基本となる腫瘍マーカーです。そ

のほか、子宮内膜症子宮腺筋症で敏感に反応して

値が上がります。そのため、CA125はこれらの病気

のスクリーニング検査や経過観察、治療判定の目

安に利用されています。

消化器系の腫瘍マーカーとして広く用いられていま

す。特に膵臓がん・胆道がんで高値を示しますが、

他に胃がん・大腸がん・肝硬変・肝炎・子宮筋腫で

も値が上がります。

子宮頸がんを調べる代表的な腫瘍マーカーです。

その他に肺・食道・尿路・皮膚などの各扁平上皮癌

にも反応を示します。

CA19-9(膵臓がん)

SCC抗原(子宮頸がん)

健康診断時の採血だけで同時測定できます！

腫 瘍 マ ー カ ー

特別料金セット項目

男性セット（CEA + AFP + PSA） 女性セット（CEA + CA125 + CA15-3）

胃がんリスク検査【ABC検診】
（ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰﾋﾟﾛﾘ抗体+ﾍﾟﾌﾟｼﾉｹﾞﾝ）

その他オススメ項目

ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰﾋﾟﾛﾘ抗体

ペプシノゲン

〒321-2116 宇都宮市徳次郎町5-5
TEL：028-666-2201 FAX：028-666-2202

※がんがあっても必ず腫瘍マーカーが上昇するとは限りません。
※個人の体質・体調により異なりますので、腫瘍マーカーだけで、がんを特定することはできません。指標の検査項目です。


